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11：00～11：40頃 決算説明

11：40～11：45頃 休憩

11：45頃～ ご質問、回答

※上記時間帯は目安です

質問受付先：zoom Q&A機能 にてご連絡ください

本日の流れ
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会社概要

創業 １９４６年１０月

事業内容
家具家庭用品・服飾雑貨・家電等の

生活用品の輸出入、卸売、EC・小売運営

資本金 １０億９１万４，５００円

株式市場 東証スタンダード市場（1979年1月店頭公開）

決算期 (連結) ３月

従業員
645名 2026年3月末、契約社員等含む

（前年同期比△125名 男性：女性＝42：58）

グループ会社
国内関係会社     ７社

海外関係会社   １０社 2026年3月末

（拠点網）
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経営ビジョン、ミッションとビジネスモデル

三栄コーポレーションは真に優れた生活用品を提供します。
「健康と環境」をテーマに健やかで潤いのあるくらしを創造します。

「くらしに、良いものを。」

ビジネスモデル

従来の「OEM事業」「ブランド事業」の区分を見直し、
サプライチェーンの中で、商品軸に加え、サービス、市場、販売チャネルなどを軸に
高付加価値化、差別化を図りながら、生活用品需要に対するカバー領域を拡大します

マーケ

ティング
企画開発 工場選定

原材料 

調達
製造

品質

管理
物流

国内

輸送
保管 （卸先）

実小売・

EC小売
販促 消費者

従来の“OEM事業”
の考え方

従来の”ブランド事業”
の考え方

生活用品サプライチェーンの様々な切り口で
サステナブルな付加価値を提供

サプライチェーン
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三栄コーポレーショングループの主な会社と事業セグメント

セグメント名 会社名 展開ブランド、サービス

家具家庭用品

㈱三栄コーポレーション本社
TRIACE LIMITED
TRIACE VIETNAM COMPANY L.T.D
台湾三栄貿易股份有限公司
マレーシア三栄コーポレーション

MINT, FURNBONHEUR （家具EC)

Tsukuri（エクステリア商材EC) 

Formio(子供家具）

foxx chair(リラックスチェア）

Thirdlogi（フルフィルメントサービス）

服飾雑貨

㈱三栄コーポレーション本社
㈱L&Sコーポレーション
TRIACE LIMITED
TRIACE VIETNAM COMPANY L.T.D
三曄国際貿易（上海）有限公司

OUR EARTH PROJECT
（エシカルプロジェクト）

GREEN UNIFORM
（循環型ユニフォーム製造サービス）

uF, YOT WATCH（服飾雑貨）

Kipling（バッグ）

Cath Kidston（バッグ）

Hedgren（バッグ）

家電 ㈱三栄コーポレーション本社
Vitantonio（調理家電）

ｍod’s hair（理美容家電）

Multi Chef（業務用調理機器）

その他
㈱ペピカ、㈱サムコ
㈱防災ダイレクト
ドイツ三栄有限会社

Pepica
（ペットショップ,トリミングサロン、どうぶつ病院）

青：国内拠点、オレンジ：海外拠点
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Ｐ/Ｌサマリー

単位：百万円

23/3 24/3 25/3 26/3
※2/26公表予想

26/3 前期比
増減※ 前期比

売上高 38,654 36,688 39,861 36,000 36,332 △3,529 △8.9%

売上総利益 9,425 9,746 10,296 - 8,673 △1,623 △15.8%

売上総利益率 24.4% 26.6％ 25.8% - 23.9% △1.9%p -

販管費 9,187 8,583 8,199 - 7,646 △553 △6.7%

売上高販管費率 23.8% 23.4％ 20.6% - 21.0% +0.4%p -

営業利益 238 1,163 2,096 1,000 1,026 △1,070 △51.0%

経常利益 258 1,248 2,149 1,100 1,156 △993 △46.2%

売上高経常利益率 0.6% 3.4％ 5.4% 3.1% 3.2% △2.2%p -

親会社株主に帰属する
当期純利益

△158 538 974 500 568 △406 △41.7%
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セグメント別業績

22/3月期

単位：百万円 23/3 24/3 25/3 26/3 前期比 コメント

家具家庭用品

売上 22,075 17,299 18,584 19,213 +629
海外事業での営業活動強化により欧州ブ
ランド向けキッチンツールの売上が大き
く伸長も、売総率の低下主因に利益幅が
減少

営業利益 865 653 1,204 1,149 △55

服飾雑貨

売上 11,016 14,040 16,236 11,898 △4,338 コロナ禍明けの外出旅行需要が想定外に
早く収束したことが大きく影響し、減収
減益に。また、事業整理も実行。営業利益 461 1,384 1,967 862 △1,105

家電

売上 3,870 3,685 3,200 3,024 △176
家電製造工場の清算決定による収益影響
の他、国内市場の競合激化影響から減収

営業利益 △376 △221 △461 △262 +199

その他
売上 1,693 1,664 1,841 2,197 +356 2025年に買収した防災用品販社の吸収

に伴う経費の影響もあり、増収も減益に
営業利益 149 130 157 64 △93

合計
売上 38,654 36,688 39,861 36,332 △3,529

営業利益 238 1,163 2,096 1,026 △1,070
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資産の部
単位：百万円

23/3 24/3 25/3 26/3 前期末比 コメント

流動資産 15,001 15,819 17,204 16,368 △836

現金及び預金 4,481 4,442 7,721 8,092 +371

商品及び製品 5,568 4,432 4,357 3,525 △832
㈱防災ダイレクトの在庫（約3億円）を取り込む
も、ブランド子会社の事業譲渡・清算決議によ
り大きく減少

売掛金 4,318 6,308 4,173 4,151 △22

固定資産 4,651 5,407 6,503 8,279 +1,776 のれんと保有有価証券の評価上昇影響

有形固定資産 1,776 1,693 1,551 1,497 △54

無形固定資産 362 254 222 767 ＋545 M&Aによる買収ののれん影響

投資その他の資産 2,512 3,459 4,729 6,014 +1,285 有価証券の評価上昇影響

資産合計 19,652 21,227 23,707 24,647 +940

B/Sサマリー

※前期比増減は百万円以下を調整処理しております
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B/Sサマリー

負債・純資産の部
単位：百万円

23/3 24/3 25/3 26/3 前期末比 コメント

流動負債 5,540 8,512 8,108 6,720 △1,388
金利上昇局面での金利固定化を主目的
とした私募債の発行による長短振替と
保有有価証券売却を受け短期借入金返
済が進んだことにより、負債が減少

固定負債 3,914 1,220 2,169 3,185 +1,016

負債合計 9,454 9,732 10,278 9,906 △372

純資産 10,197 11,495 13,429 14,741 +1,312

株主資本 8,912 9,197 9,965 10,212 +247 利益剰余金の増加

その他の包括利益累計額 1,170 2,204 3,412 4,474 +1,062 有価証券評価差額金の増加影響

負債純資産合計 19,652 21,227 23,707 24,647 +940

※前期比増減は百万円以下を調整処理しております
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・事業ポートフォリオの観点から従来の取り組みを段階的に整理し、利益基盤の強化に努めてきた。
結果、比較的低採算な売上の縮減に加え、収益性維持から価格転嫁を進めたことによる売上の伸び悩みや、
コロナ禍明け需要の終息が想定外に早かったことも影響し、売上は目標に届かなかった

・定量目標の1つであった経常利益20億円は2024年度に実現も、利益面では業績のボラティリティが目立った
・外部環境変化による生活用品需要の動きに応えられる取扱商品・サービスの幅を拡げ、調達に関するサプライ

チェーン上の仕組みを進化/深化させ、且つ、M&A等も活用することで、事業基盤を強化している
・生活用品の「モノづくり」のノウハウ、およびグローバルな活動領域を強みとして活かせた
・日本の生活用品市場のEC化トレンドを着実にフォローできた

中期経営戦略
SANYEI 2025振り返り 定量目標：売上高500億円、経常利益20億円
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70,000,000

売上高

12.4
億円

21.5
億円

11.6
億円

中期経営戦略
SANYEI 2025 期間

363.3
億円

398.6
億円

前 中期経営計画期間

目標値
経常利益40億円

経常利益率7％～
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2021/3月期 2022/3月期 2023/3月期 2024/3月期 2025/3月期 2026/3月期

株主資本100億円ライン

事業ポートフォリオの見直しを積極的に実行しながら、

コロナ禍で減少した株主資本を回復させ100億円へ

IN案件

OUT
案件
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中期経営戦略
SANYEI 2025振り返り

2024年：
キッチン・テーブル
ウェア販社を清算

2025年：
防災用品を

EC販路で販売する
㈱防災ダイレクトを買収

2025年：
在中国の家電製品の

製造工場の
閉鎖を決定

2026年：
フットウェアの小売り
運営会社の清算を決定

2025年：
新規チャネル推進事業部

を新設
（Eコマースを起点に拡がる事業の

更なる推進のため）



次期中期経営計画

策定に当たっての課題認識

・環境変化に応じ生活用品の需要も変容するも、大きな方向性として、市場は成熟度合いを高め、
今後、量的拡大は大きくは望めない状態であると認識

・これまで、コロナ禍における巣ごもり需要から、コロナ禍明けの外出需要と、
生活用品需要の変化に対応してきたが、地政学リスクの増大など、昨今外部要因の変化が複雑化し、
且つデフレ社会の終焉、インフレ社会の到来の中で、業績ボラティリティのリスクが拡大傾向にある

・AIの急速な普及に象徴されるように環境変化が加速度を増し、生活者の需要パターン、或いは、
それに伴って会社が直面するチャンスとリスクも多様化

16

サプライチェーンの安定性や継続性にこれまで以上に留意し、
生活用品分野における高付加価値の提供により存在感を発揮、

様々な挑戦を通じて収益基盤を強化し、
環境変化に耐え抜くレジリエントな企業体質を確立することが不可欠
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８０周年を迎えたサステナブル企業として、創業80周年テーマを設定しました

創業以来80年、商社として、
様々なボーダーを越え、時代の変化を力に変えながら

確かな航路を切り拓いてきた。
今までの「縁」に感謝し、

「志」をもって次の時代を切り拓いていく



定性目標

18

「健康と環境」をテーマとした生活用品の取り扱いを通じ、

サプライチェーンの高度化により収益基盤を強化することで、

着実、確実な成長を遂げ、

サステナブル社会の実現に貢献する

18

中期経営計画
SANYEI NEXT 2028
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定量目標：PL

最終年度までに 経常利益20億円

-1,000
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1,000
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4,000

5,000

-10,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000売上高 経常利益 当期純利益
中期経営計画

SANYEI NEXT 2028 目標

390億円

親会社株主に帰属する当期純利益 累計 30億円

前計画期間
当期純利益 累計 20億円

420億円

365億円

10
億円

13
億円

20
億円

７億円

９億円

14
億円

前 中期経営戦略 SANYEI 2025

中期経営計画
SANYEI NEXT 2028



ROE 10％以上

ROIC

20

各事業組織において
ROICツリー構成要素をモニタリングし

時系列的な業績管理を実施します

「資本コストや株価を意識した経営」について
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株主資本100億円ライン

株主資本100～120億円の水準で、

キャピタルアロケーションを設計します

21

「資本コストや株価を意識した経営」について

株主資本100~120億円維持を
目安に、
・成長投資を含む

事業ポートフォリオの見直し
・人的資本投資
・株主還元
を実施していきます

21



強み（コアコンピタンス）の再認識

コアコンピタンス

成長戦略

・「生活用品」「健康と環境」を支えてきた、
多様化する高付加価値への需要に応える取扱い商品の幅、
モノづくり、調達の仕組み、ネットワーク

・グローバルな活動領域
・それらを支える人材

「生活用品」「健康と環境」で生活者のくらしに寄り添い、
“生活を健やかに潤す”価値提供を丁寧に行い、

業績を一つ一つ積み上げながら、
着実、確実な成長を目指します

22



重点施策：４つの軸と３つの柱

事業ポートフォリオの恒常的見直し

23

× ×

成長投資
（M&A, DX等）

株主還元

人的資本投資

商品軸

販売チャネル軸

サービス軸

事業活動領域（ドメイン）
生活用品のサプライチェーン

事業ポートフォリオ
の恒常的見直し

ROICツリー構成要素の推移
によるモニタリング

投資配分
キャピタルアロケーション

市場軸



重点施策① 成長の方向性と具体的新規取組み

事業セグメント 商品軸 サービス軸 市場軸 販売チャネル軸

家具
家庭用品

自社ブランド コントラクト事業 アジア、欧州、北米市場 Eコマース/
SNSコマース

服飾雑貨 自社サステナブルブランド
GREEN UNIFORM

循環型ビジネスモデルサービ
スの開始
ブランドライセンスビジネス

家電 季節家電 設置・取り付けサービス

その他 防災用品 サブスクビジネス
IPとのコラボ
Made in Japan輸出
ホスピタリティ

アジア、欧州市場
推し活
ペット市場

24

具体的新規取組み例

• “生活を健やかに潤す”商品を提供します
• 多様な手法で生活者と向き合います
• 「モノ」にとどまらず、「コト」による価値創出を拡大します
• 環境配慮型の商品・サービスを通じ、サステナブルなビジネスを展開します
• グローバルに生活者のニーズを丁寧に捉えます
• サプライチェーン上の人権保護を重視します



海外取引の拡大

0

1,000

2,000

3,000

4,000

24年3月期 25年3月期 26年3月期 27年3月期

売上推移 • 中国にて生産・調達し、欧米ブランド向けに

輸出販売する取引が25年度に30億円まで

復活、今後も堅調な見込み
• 日本メーカー商品の

欧州販売サポートも
徐々に拡大

単位：百万円

成長分野：海外販路開拓

あらゆる切り口で、海外販路開拓を
更に進める予想

25
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24年3月期 25年3月期 26年3月期 27年3月期

売上推移

サステナ関連売上 環境省で実証された技術を使った遮熱シート販売が好調

資源循環型スキームで、半永久的なリサイクルを実現

GREEN UNIFORM 提供開始

単位：
百万円

成長分野：サステナブルビジネス

26

早期に10億円規模へ

予想



EC関連売上

• 25年度は防災用品販社のM&Aを実施など、
取り扱い商品を更に強化

• 自社扱いブランド・商品のEC販売他社への卸売
りの強化

• 他社へのECインフラ提供サービス（フルフィル
メント事業）の強化

3,272 

5,250 

5,870 

6,470 

7,177 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

予想

単位：百万円

27

百万円

百万円

成長分野：EC関連事業

本計画期間での売上高100億円実現が

射程圏内に

売上高

27

（フルフィルメントサービス）



重点施策② 事業ポートフォリオの見直し

28

• 市場変化が、グローバルかつ業界全体で加速

• 在中国 家電製造工場を2025年12月に閉鎖、今期中は清算業務

• 季節家電などの取扱い開始など商品幅を

着実に広げる

• Eコマースでの積極的商品展開

→勝てる家電事業を構築

28

低採算事業 家電セグメントの再構築
見直し例

ROICモニタリングで事業ポートフォリオの恒常的見直し
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2027年3月期 業績予想
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2027年3月期 業績予想

単位：百万円
22/3 23/3 24/3 25/3 26/3

27/3
現在予想

前期比
増減※ コメント

売上高 33,976 38,654 36,688 39,861 36,332 36,500 +168
25年度事業清算影響が残るも、
25年度買収会社や、新規取り組み
でカバー

売上総利益 8,241 9,425 9,746 10,296 8,673 8,400 △273 利益効率性の高いサービス事業等の
展開拡張で売上総利益率のカバーを
図るも、仕入原価上昇基調が上回る
と予想

売上総利益率 24.2% 24.4% 26.6% 25.8% 23.9% 23.0% △0.9%p

販管費 9,153 9,187 8,583 8,199 7,646 7,300 △346
実小売店舗数の最小化が図れ
減少予想

経常利益 △657 258 1,248 2,149 1,156 1,000 △156
前期まで減損など特損計上があった
が、事業整理で特損計上のリスクを
低減親会社株主に帰属する

当期純利益 △945 △158 538 974 568 700 +132

要更新
10/26時点数字挿

入
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上半期対下半期 業績バランス

単位：百万円

2025/3月期 2026/3月期 2027/3月期

コメント
上半期 下半期 通期 上半期 下半期 通期

上半期
（予）

下半期
（予）

通期
（予）

売上 20,900 18,961 39,861 17,655 18,677 36,332 17,700 18,800 36,500

昨年比事業一部なくなる
も海外取引やEC関連売上
などの伸長で昨年と同水
準見込み

売上総利益 5,386 4,910 10,296 4,549 4,124 8,673 4,050 4,350 8,400
25年度に事業整理を決定
した会社の営業活動が上
半期に影響(4/30終了）し
利益率が低減する見込み％ 25.8 25.9 25.8 25.8 22.1 23.9 22.8 23.1 23.0

販管費 4,057 4,142 8,199 3,784 3,862 7,646 3,650 3,650 7,300 25年度までの事業整理か
ら、前年比で一般管理費
の削減が見込まれる％ 19.4 21.8 20.6 21.4 20.7 21.1 20.6 19.4 20.0

経常利益 1,217 932 2,149 808 348 1,156 400 600 1,000

親会社株主に帰属する

当期純利益 1,018 △40 978 456 112 568 300 400 700

2024/3月期

上半期 下半期 通期

27.3 25.9

24.6 22.3
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セグメント別 業績予想

単位：百万円 24/3 25/3 26/3
27/3

(予想）
前期比増減

家具家庭用品 17,299 18,584 19,213 20,000 +787

服飾雑貨 14,040 16,236 11,898 11,000 △898

家電 3,685 3,200 3,024 3,000 △24

その他 1,664 1,841 2,197 2,500 +303

合計 36,688 39,861 36,332 36,500 +168

セグメント売上

単位：百万円 24/3 25/3 26/3
27/3

（予想）
前期比増減

家具家庭用品 653 1,204 1,149 1,100 △49

服飾雑貨 1,384 1,966 862 850 △12

家電 △221 △461 △262 △230 +32

その他 130 157 64 100 +36

合計 1,163 2,096 1,026 1,000 △26

セグメント利益

■事業セグメント別 変動理由
・家具家庭用品 ：欧州ブランド向けキッチンツールの海外受注好調、EC事業堅調トレンドが継続、コントラクト事業開始も寄与し増収
・服飾雑貨  ：フットウェア小売運営会社譲渡の売上剝落が影響し減収、外出旅行需要が昨比で停滞傾向や、事業清算影響が残り、

利益はほぼ変わらず
・家電  ：海外家電製造会社の清算影響残る
・その他  ：昨年買収の防災用品販社が通年で業績貢献

差 872百万円

①家具
家庭用品

②服飾

③家電 ④その他

（単位：百万円）

差 185百万円
①家具

家庭用品
②服飾

③家電

④その他

（単位：百万円）

⑤連結
調整

仮算出
ウォーターフォール
作成.xlsより編集⇒

売上高 経常利益で試算（本番では営業利益）
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株主還元

配当方針

①配当性向30~50%を目処に置き

②株主さまとの継続的・長期的な関係を築くため、

安定的な配当実施を最重要視します

¥5 

¥20 
¥31 ¥31 ¥31 

-30.3

35.4
30.1

51.8 42.1

2023/3月期 2024/3月期 2025/3月期 2026/3月期 2027/3月期(予想）

1株当たり年間配当金 配当性向＜配当の推移＞

当社グループ商品を中心に
ラインナップをさらに充実していきます

34

株主優待制度

％

％

％

％

％
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ご静聴、誠にありがとうございました。

社長室 IR担当
relation@sanyeicorp.co.jp までご連絡ください。

取材、ご質問、
随時受け付けております。

https://www.sanyeicorp.com/三栄コーポレーション公式HP

【留意事項】
この資料に記載されている業績予想及び今後の計画、戦略は、資料作成時点で入手した情報に基づき判断したものです。
従いまして、実際の業績や業務遂行方針は様々な要因により、これらの記載内容とは異なることがありますことをご承知おきください。

35

mailto:relation@sanyeicorp.co.jp
http://www.sanyeicorp.com/
http://www.sanyeicorp.com/
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